
側
教
科
書
問
題
を
考
え
る
福
井
県
民
集
会

社
会
科
に
限
ら
ず
研
究
と
教
育
に
関
与
し
て
い
る

者
で
あ
れ
ば
誰
で
も
、
昨
年
か
ら
一
段
と
強
め
ら
れ

て
き
た
教
科
書
攻
撃
に
敏
感
に
な
ら
ざ
る
を
え
な

い
。
そ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
、
八
一
年
九
月
二

日
に
日
本
科
学
者
会
議
福
井
支
部
、
福
井
大
学
教
育

学
部
助
講
会
（
助
手
・
講
師
・
助
教
授
の
会
）
、
福
井
大

学
教
職
員
組
合
の
三
者
共
催
に
よ
る
シ
ン
ポ
「
教
科

書
問
題
を
考
え
る
」
が
福
井
大
学
で
開
か
れ
た
。
つ

い
で
二
回
目
の
シ
ン
ポ
が
翌
八
二
年
四
月
二
八
日
に

お
こ
な
わ
れ
た
。
い
ず
れ
の
場
合
も
報
告
者
は
福
井

大
教
育
学
部
の
教
官
が
お
こ
な
い
、
社
会
科
・
国
語

に
お
け
る
検
定
の
実
態
や
家
永
訴
訟
な
ど
に
つ
い
て

の
学
習
会
的
な
性
格
が
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。
一
、

二
回
と
も
学
生
の
参
加
を
含
め
て
二
○
人
程
度
で
あ

り
、
内
輪
の
シ
ン
ポ
と
い
う
域
を
越
え
な
い
も
の
で

あ
る
。し

か
し
八
二
年
夏
の
「
進
出
」
問
題
が
お
こ
る
な

か
で
、
従
来
の
よ
う
な
内
輪
の
会
で
は
運
動
に
な
ら

な
い
こ
と
が
反
省
さ
れ
、
現
場
の
教
師
・
市
民
を
も
含

め
た
大
規
模
な
集
会
を
持
つ
こ
と
が
企
画
さ
れ
た
。

二
月
二
三
日
の
六
者
共
催
（
先
の
三
者
と
福
井
県

教
組
・
福
井
県
高
教
組
・
福
井
県
歴
教
協
）
の
「
教

科
書
問
題
を
考
え
る
福
井
県
民
集
会
」
が
そ
れ
で
あ

り
、
集
会
は
映
画
「
侵
略
」
の
上
映
と
現
在
社
会
科

教
科
書
執
筆
者
懇
談
会
代
表
世
話
人
と
し
て
活
躍
中

の
佐
冷
木
潤
之
介
氏
に
講
演
（
「
岐
路
に
た
つ
教
科

書
・
教
育
」
）
を
お
願
い
し
た
。
佐
々
木
氏
は
検
定
の

非
教
育
的
非
学
問
的
性
格
や
今
後
の
運
動
の
進
め
か

た
な
ど
に
つ
い
て
確
信
に
満
ち
た
講
演
を
さ
れ
、
参

加
者
に
深
い
感
動
を
与
え
た
。

当
日
は
、
最
初
の
目
標
を
上
回
る
二
三
○
人
（
う

ち
一
○
○
人
が
学
生
）
の
参
加
者
が
あ
り
集
会
は
大

き
な
成
功
を
お
さ
め
た
と
い
え
る
。
歴
史
学
関
係
者

は
運
動
と
し
て
六
五
年
以
来
の
家
永
訴
訟
の
伝
統
を

持
っ
て
い
る
。
今
回
の
集
会
も
そ
う
し
た
蓄
積
と
伝

統
に
支
え
ら
れ
た
と
い
う
側
面
が
あ
る
。
そ
れ
を
今

後
と
も
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
、
教
育
に
お
け
る
軍

国
主
義
を
排
し
、
民
主
的
教
育
を
定
着
さ
せ
て
い
く

か
、
今
回
の
集
会
は
そ
の
た
め
の
貴
重
な
一
歩
と
い

え
よ
う
。
 
（
文
責
・
松
浦
）

②
石
川
・
富
山
県
の
動
き

石
川
県
で
は
「
教
科
書
問
題
」
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
る
中
で
、
し
ば
ら
く
休
眠
状
態
を
続
け
て
い

た
「
民
主
教
育
を
す
す
め
る
石
川
県
民
会
議
」
の
活

動
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
間
二
度
に
わ

た
っ
て
集
会
を
開
催
し
た
。
と
く
に
九
月
二
四
日
の

集
会
で
は
金
沢
大
学
の
林
宥
一
氏
が
講
演
し
、
こ
の

間
の
問
題
を
た
ん
に
教
科
書
の
問
題
あ
る
い
は
文
教

政
策
の
み
に
限
定
し
て
み
る
の
で
は
な
く
、
最
近
の

大
き
な
政
治
の
流
れ
の
中
で
と
り
あ
げ
、
事
の
重
大

性
を
訴
え
た
。
東
京
の
緊
張
が
比
較
的
早
く
、
的
確

に
伝
わ
り
運
動
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

富
山
県
で
は
日
本
科
学
者
会
議
が
中
心
と
な
っ
て

学
習
会
が
開
催
さ
れ
た
。
焦
点
と
な
っ
て
い
る
日
本

の
教
科
書
を
、
中
国
・
朝
鮮
の
教
科
書
の
記
述
と
比

較
し
つ
つ
検
討
し
、
そ
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し

た
。
 
（
文
責
・
橋
本
）

＊
 
＊
 
＊
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Ｉ
書
評
-

川
端
正
久
著
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
日
本
’一
九
一
九
年
三
月
’一
九
一
三
毎
月
Ｉ
』

ｌ
加
 
藤
 
哲
 
郎
Ｉ

本
書
の
著
者
川
端
氏
は
、
多
才
な
人
で
あ
る
。
新

植
民
地
主
義
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
ア
フ

リ
カ
民
族
解
放
闘
争
な
ど
を
扱
っ
た
前
著
『
政
治
学

と
民
族
・
植
民
地
問
題
』
（
法
律
文
化
社
、
一
九
八
○

年
）
と
、
「
最
近
三
年
間
に
執
筆
し
た
論
文
と
新
た
に

書
き
下
ろ
し
た
論
稿
と
か
ら
成
る
」
本
書
を
並
ら
べ

て
、
戸
惑
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
も
著

者
自
身
は
、
本
書
の
公
刊
を
待
た
ず
に
ア
フ
リ
カ
に

旅
立
ち
、
現
在
タ
ン
ザ
’一
ァ
で
前
著
の
延
長
線
上
で

の
研
究
・
調
査
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ

の
一
見
無
関
係
な
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
二
著
を
架
橋
す

る
著
者
の
問
題
関
心
と
方
法
態
度
は
、
「
社
会
主
義
」

と
「
比
較
」
の
視
座
だ
と
思
わ
れ
る
。
本
書
「
ま
え
が

き
」
に
即
し
て
い
え
ば
、
「
現
代
思
潮
の
原
点
」
と
し

て
の
一
九
二
○
年
代
か
ら
、
二
九
二
二
年
七
月
一

五
日
、
日
本
共
産
党
が
正
式
手
続
を
と
っ
て
創
立
さ

れ
た
」
事
実
の
重
象
を
抽
出
し
、
こ
れ
を
「
コ
ミ
ン
テ

ル
ン
と
日
本
」
と
い
う
問
題
設
定
に
お
い
て
、
よ
り

広
く
は
「
日
本
の
社
会
主
義
運
動
を
国
際
的
運
動
の

一
翼
と
し
て
有
機
的
に
把
え
、
国
際
的
視
野
か
ら
日

本
の
運
動
を
考
察
す
る
」
試
皐
が
本
書
な
の
で
あ

り
、
前
著
に
お
け
る
国
家
群
規
定
を
も
つ
新
植
民
地

体
制
論
を
踏
ま
え
た
ア
フ
リ
カ
論
と
い
う
視
角
と
も

通
底
す
る
。

こ
の
「
比
較
」
の
視
座
は
、
本
書
の
具
体
的
分
析
に

お
い
て
も
、
弓
、
、
ン
テ
ル
ン
史
資
料
各
国
語
版
の
比

較
考
証
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
日
本
論
を
「
東
方
問
題
」

「
極
東
問
題
」
の
中
に
お
い
て
朝
鮮
や
中
国
に
も
目
を

配
る
手
法
と
し
て
駆
使
さ
れ
て
い
る
が
、
「
日
本
に

お
け
る
科
学
的
社
会
主
義
の
思
想
お
よ
び
運
動
」
と

い
う
、
と
か
く
さ
ま
ざ
ま
な
バ
イ
ア
ス
の
か
か
り
が

ち
な
特
殊
領
域
の
史
的
研
究
で
、
こ
う
し
た
手
法
を

貫
ぬ
き
え
た
こ
と
は
、
本
書
の
客
観
的
説
得
性
を
強

め
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
日
本
共
産
主
義
運
動
・

思
想
形
成
史
研
究
に
お
い
て
は
、
か
つ
て
コ
ミ
ン
テ

ル
ン
と
ソ
連
邦
の
無
謬
神
話
を
前
提
と
し
た
「
比
較
」

以
前
の
〃
国
際
主
義
″的
研
究
が
ま
か
り
通
っ
た
時

代
が
あ
っ
た
し
、
ま
た
逆
に
、
こ
う
し
た
史
観
へ
の

反
動
と
し
て
、
「
国
際
共
産
党
日
本
支
部
」
と
し
て
の

承
歴
史
的
に
成
立
し
え
た
日
本
の
共
産
主
義
運
動

を
、
そ
の
負
の
遺
産
は
も
っ
ぱ
ら
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の

〃
外
的
干
渉
〃
に
帰
せ
し
め
、
わ
が
国
の
あ
ら
ゆ
る
進

歩
的
・
革
命
的
伝
統
の
流
入
・
結
晶
体
と
し
て
扱
う

よ
う
な
〃
日
本
主
義
″的
傾
向
も
、
承
ら
れ
な
い
わ

け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
本
書
の
「
コ
ミ
ン
テ
ル

ン
と
日
本
」
と
い
う
問
題
設
定
は
、
対
象
そ
の
も
の

の
事
理
に
即
し
た
正
当
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
評

者
も
共
感
で
き
る
。

と
は
い
っ
て
も
、
国
際
的
運
動
体
Ⅱ
世
界
政
党
と

し
て
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
研
究
そ
の
も
の
が
、
現
代
史

研
究
に
お
い
て
は
相
対
的
に
遅
れ
た
分
野
で
あ
る
。

可

一
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本
書
の
著
者
は
、
「
従
来
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
研
究
に

お
い
て
、
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
日
本
』
に
関
す
る
研
究

は
遅
れ
、
日
本
論
は
一
般
的
に
軽
視
さ
れ
て
き
た
」

と
し
て
、
そ
の
原
因
を
、
①
資
料
的
制
約
性
、
②
研

究
方
法
上
の
後
進
性
、
③
問
題
設
定
上
の
欠
陥
、
に

求
め
て
い
る
が
、
前
述
国
際
的
運
動
の
一
翼
視
角
を

意
味
す
る
＠
は
と
も
か
く
と
し
て
、
①
②
は
わ
が
国

お
よ
び
国
際
的
な
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
研
究
に
つ
い
て
も

あ
て
は
ま
る
。
公
刊
史
資
料
の
入
手
は
、
六
○
年
代

以
降
比
較
的
容
易
に
な
っ
た
が
、
未
公
刊
資
料
は
ソ

連
邦
共
産
党
が
独
占
し
て
い
る
事
態
が
基
本
的
に
変

わ
っ
て
お
ら
ず
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
や
各
国
共
産
主
義

運
動
を
研
究
す
る
さ
い
に
は
、
こ
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン

史
資
料
に
関
し
て
は
、
公
刊
資
料
と
各
国
土
着
の
史

資
料
を
つ
き
あ
わ
せ
る
か
、
ソ
連
・
東
欧
圏
の
研
究

で
時
を
小
出
し
に
紹
介
さ
れ
る
未
公
刊
資
料
を
批
判

的
に
再
構
成
す
る
こ
と
が
、
現
在
で
も
必
要
と
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
あ
れ
こ
れ

の
指
導
者
の
発
言
と
著
作
を
時
間
と
状
況
を
超
越
し

て
対
比
し
て
論
議
を
組
承
立
て
る
と
か
、
決
議
・
決

定
の
一
部
を
盗
意
的
に
取
り
出
し
て
比
較
す
る
と

か
、
一
定
の
ド
グ
マ
を
前
提
と
し
て
そ
れ
に
都
合
の

い
い
材
料
ば
か
り
を
集
め
る
」
な
ど
著
者
の
い
う
②

の
「
後
進
性
」
は
、
別
に
わ
が
国
固
有
の
も
の
で
は
な

く
、
共
産
主
義
史
研
究
に
な
が
く
ま
つ
わ
り
つ
い
て

い
た
悪
弊
で
あ
り
、
ソ
連
・
東
欧
圏
の
公
式
的
コ
ミ

ン
テ
ル
ン
・
党
史
研
究
に
は
、
か
な
り
改
善
さ
れ
て

き
た
と
は
い
え
、
今
日
で
も
と
り
わ
け
あ
て
は
ま

る
。
こ
う
し
た
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
研
究
自
体
の
か
か
え

て
い
る
問
題
性
に
留
意
す
る
と
、
本
書
の
著
者
が

「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
日
本
」
に
つ
い
て
は
「
厳
密
な
資

料
操
作
」
と
旺
盛
な
批
判
精
神
で
接
し
て
い
る
の
に
、

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
自
体
に
対
し
て
は
や
や
無
批
判
的
な

の
が
気
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
創
立

大
会
の
出
席
組
織
・
代
表
数
を
考
証
し
て
、
著
者
は

「
大
会
出
席
者
の
中
に
ア
ジ
ア
人
と
し
て
中
国
人
二

人
と
朝
鮮
人
一
人
が
い
た
」
こ
と
を
抽
き
出
し
て
い

る
が
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
研
究
の
側
ら
か
す
れ
ば
、
こ

れ
ら
「
代
議
員
」
の
な
か
に
、
ロ
シ
ア
在
住
者
以
外
の

自
国
に
根
を
も
っ
た
共
産
主
義
者
が
一
体
何
人
い
た

の
か
こ
そ
が
、
重
要
な
論
点
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
著
者
が
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
日
本
」
研
究
の
視
角

と
し
て
、
①
「
厳
密
な
資
料
操
作
」
、
②
そ
の
基
礎
上

で
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
日
本
の
関
係
の
「
歴
史
具
体

的
」
再
構
成
、
③
「
．
、
、
、
ソ
テ
ル
ン
を
中
心
軸
に
分
析

す
る
こ
と
」
を
挙
げ
な
が
ら
、
「
日
本
と
の
関
係
或
い

は
日
本
論
だ
け
に
論
述
を
絞
っ
た
」
本
書
で
は
、
③

を
「
概
説
書
（
例
え
ば
〔
ソ
連
邦
Ｍ
Ｌ
研
〕
『
コ
ミ
ン
テ

ル
ン
の
歴
史
』
大
月
書
店
、
一
九
七
三
年
等
）
」
に
委
ね

て
し
ま
っ
た
の
も
、
こ
の
点
と
無
関
係
で
は
な
い
だ

ろ
う
。
逆
に
い
う
な
ら
ば
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
研
究
全

体
の
中
で
、
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
日
本
」
研
究
の
み
が

必
ず
し
も
「
遅
れ
」
た
分
野
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
今

日
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
研
究
は
、
ソ
連
邦
の
資
料
独
占

が
直
ち
に
改
善
さ
れ
る
見
通
し
が
な
い
以
上
、
公
刊

資
料
の
批
判
的
吟
味
と
、
数
十
カ
国
に
及
ぶ
コ
ミ
ン

テ
ル
ン
諸
支
部
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
中
央
と
の
関
係
史

に
お
け
る
〃
ボ
ト
ム
・
ア
ッ
プ
〃
な
実
証
研
究
の
つ

み
か
さ
ね
が
不
可
欠
な
の
で
あ
り
、
「
コ
ミ
ン
テ
ル

ン
と
日
本
」
研
究
は
、
①
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
自
体
の
客

観
的
研
究
と
、
②
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
日
本
論
な
い
し

関
係
史
（
日
本
側
か
ら
み
た
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
像
を
含

む
）
、
③
日
本
労
働
運
動
史
・
社
会
主
義
史
研
究
、

の
三
者
の
交
錯
す
る
地
点
で
あ
り
、
よ
り
豊
か
な
像

が
結
ば
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
条
件
も
、

原
資
料
覆
刻
・
マ
イ
ク
ロ
版
の
流
入
、
村
田
陽
一
編

『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
資
料
集
』
（
大
月
書
店
よ
り
刊
行
中
）

な
ど
に
よ
り
整
い
つ
つ
あ
る
の
で
あ
り
、
本
書
刊
行

も
、
こ
の
脈
絡
で
重
要
な
貢
献
と
み
な
さ
る
べ
き
な

。
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の
で
あ
る
。

著
者
は
、
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
日
本
」
の
当
面
の
分

析
対
象
を
一
九
一
九
’二
八
年
と
定
め
、
第
一
期
を

一
九
’二
三
年
の
「
『
草
案
』
形
成
期
」
、
第
二
期
を
二

三
’二
八
年
の
「
『
日
本
に
関
す
る
テ
ー
ゼ
』
形
成
期
」

と
し
た
う
え
で
、
本
書
を
こ
の
第
一
期
前
半
の
研
究

と
位
置
づ
け
る
。
こ
の
時
期
区
分
か
ら
は
「
草
案
」
や

「
テ
ー
ゼ
」
を
め
ぐ
る
理
論
的
問
題
提
起
が
イ
メ
ー
ジ

さ
れ
る
が
、
著
者
は
「
資
料
を
収
集
・
調
査
・
分
析
．

批
判
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
正
確
な
史
実
を
構
成
す
る

こ
と
か
ら
始
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
上
で
初
め

て
、
理
論
的
問
題
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
、
論
争

す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
」
と
す
る
立
場
か
ら
、
本

書
の
叙
述
は
前
述
①
の
視
角
「
厳
密
な
資
料
操
作
」
に

徹
す
る
。
こ
の
一
種
の
〃
理
論
的
禁
欲
″は
、
第
一

章
共
産
主
義
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
第
一
回
大
会
、

第
二
章
同
第
二
回
大
会
、
第
三
章
同
第
三
回
大

会
、
第
四
章
極
東
諸
民
族
大
会
、
と
い
う
一
見
味

気
な
い
構
成
と
、
執
勧
な
ま
で
に
お
こ
な
わ
れ
る
露

仏
英
語
版
原
資
料
の
比
較
考
証
、
先
行
研
究
へ
の
筆

鋒
鋭
い
批
判
的
コ
メ
ン
ト
と
あ
い
ま
っ
て
、
一
種
独

得
の
文
体
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。
冒
頭
第
一
章
で

は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
創
立
大
会
原
資
料
一
五
種
類
が

そ
れ
ぞ
れ
コ
メ
ン
ト
さ
れ
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
創
立
は

『
日
本
共
産
党
の
五
十
年
』
の
い
う
一
九
一
九
年
三
月

一
日
で
は
な
く
三
月
四
日
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
、
ル
ト
ヘ
ル
ス
の
携
え
た
「
日
本
社
会
主
義
者
の

決
議
」
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
背
景
で
も
あ
る
片
山
潜

の
活
動
が
扱
わ
れ
た
う
え
で
、
「
創
立
大
会
後
の
コ

ミ
ン
テ
ル
ン
の
日
本
へ
の
働
き
掛
け
」
を
、
「
東
方
ビ

ュ
ー
ロ
ー
」
「
西
欧
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
の
二
つ
の
ル
ー
ト

か
ら
指
摘
し
て
い
る
。
第
二
章
で
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン

第
二
回
大
会
（
二
○
年
七
’八
月
）
、
バ
ク
ー
東
方
諸

民
族
大
会
（
同
九
月
）
、
お
よ
び
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
機
関

紙
誌
で
の
日
本
論
と
日
本
共
産
党
暫
定
執
行
委
員
会

（
二
一
年
四
月
）
が
扱
わ
れ
る
。
こ
こ
で
紹
介
さ
れ
た

暫
定
執
行
委
員
会
の
「
日
本
共
産
党
宣
言
・
規
約
」

は
、
．
八
六
七
年
革
命
は
商
業
資
本
の
封
建
制
に

対
す
る
勝
利
で
あ
っ
た
」
と
規
定
し
て
お
り
、
最
近

岩
村
登
志
夫
氏
に
よ
り
提
示
さ
れ
た
「
半
絶
対
主
義

的
君
主
制
」
問
題
（
『
思
想
』
八
一
年
二
月
号
）
と
も

関
わ
る
が
、
こ
う
し
た
理
論
問
題
は
前
述
の
ご
と
く

本
書
で
は
言
及
さ
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
コ
ミ
ン
テ
ル

ン
の
側
が
、
こ
れ
を
後
に
い
た
る
ま
で
「
日
本
共
産

党
成
立
」
と
し
て
扱
っ
て
き
た
事
実
が
重
視
さ
れ
る
。

第
三
章
で
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
二
回
大
会
（
二
一

年
七
’八
月
）
と
吉
原
太
郎
・
田
口
運
蔵
発
言
、
暁

民
共
産
党
（
二
一
年
八
’二
月
）
、
片
山
潜
の
日
本

論
な
ど
が
分
析
さ
れ
る
。
こ
こ
で
も
、
暁
民
共
産
党

が
、
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
の
関
係
に
お
い
て
。
：
…
日

本
共
産
党
で
あ
っ
た
」
こ
と
が
説
得
的
に
示
さ
れ
、

小
山
弘
健
・
犬
丸
義
一
氏
ら
の
否
定
説
を
論
破
し
て

い
る
。
〔
こ
れ
ら
が
、
著
者
の
い
う
「
創
立
前
『
日
本

共
産
党
』
」
〕
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
章
は
、
全
体
と

し
て
村
田
陽
一
編
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
資
料
集
』
第
一
巻

の
重
要
な
補
注
と
し
て
の
意
義
を
も
つ
。

本
書
の
ほ
ぼ
三
分
の
二
を
占
め
る
第
四
章
は
、

「
極
東
諸
民
族
大
会
」
研
究
に
あ
て
ら
れ
る
。
こ
れ

が
、
量
的
に
も
質
的
に
も
本
書
の
中
心
を
な
し
、
①

大
会
名
称
、
②
大
会
準
備
過
程
、
③
大
会
代
表
構

成
、
④
日
本
代
表
人
選
、
⑤
同
構
成
、
⑥
同
組
織
・

高
瀬
清
・
吉
田
一
報
告
、
⑦
大
会
報
告
・
討
論
、
③

同
決
議
・
宣
言
、
⑨
日
本
分
科
会
・
日
本
代
表
団
採

h
三
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択
綱
領
、
⑩
レ
ー
’一
ン
と
の
会
見
・
ス
タ
ー
リ
ン
の

講
義
、
な
ど
が
巨
細
に
分
析
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
露

独
英
語
版
資
料
の
比
較
考
証
、
日
本
・
朝
鮮
・
中
国

比
較
の
手
法
が
有
効
に
駆
使
さ
れ
、
先
行
研
究
の
盗

意
性
、
特
に
日
本
人
出
席
者
の
記
憶
・
回
想
に
依
拠

す
ぎ
た
こ
と
に
よ
る
主
観
性
が
批
判
さ
れ
る
。
大
会

名
称
は
「
極
東
諸
民
族
大
会
」
が
適
切
と
さ
れ
、
田
口

・
吉
原
報
告
が
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
お
い
て
「
出
鱈
目
」

ど
こ
ろ
か
真
面
目
に
受
け
と
ら
れ
て
い
た
事
情
が
明

ら
か
に
さ
れ
、
日
本
代
表
団
一
六
名
の
氏
名
・
資
格

・
役
割
が
示
さ
れ
る
。
高
瀬
・
吉
田
報
告
も
「
誇
大

報
告
」
で
は
な
く
日
本
の
運
動
に
現
実
的
根
拠
を
も

つ
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
「
日
本
分
科
会
日
本
代
表
団

採
択
綱
領
」
が
原
文
を
含
め
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
史
実
の
解
明
は
、
本
書
の
最
大
の
貢
献
で
あ

り
、
日
本
代
表
団
氏
名
の
最
終
的
確
認
等
の
課
題
は

残
さ
れ
る
に
し
て
も
、
説
得
的
で
あ
る
。
た
だ
し
、

ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
、
サ
フ
ァ
ロ
フ
報
告
、
「
日
本
代
表

団
採
択
綱
領
」
等
の
理
論
的
検
討
は
、
こ
こ
で
も
〃
禁

欲
″さ
れ
て
お
り
、
後
の
ヴ
ォ
イ
チ
ン
ス
キ
ー
論

文
、
「
日
本
共
産
党
綱
領
草
案
」
等
と
の
連
関
も
言
及

さ
れ
て
は
い
な
い
。
サ
フ
ァ
ロ
フ
報
告
が
最
初
の

「
ブ
ロ
ッ
ク
権
力
」
説
で
あ
る
こ
と
や
、
片
山
報
告
の

「
立
憲
君
主
制
」
が
単
な
る
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
君
主
制
」
で

は
な
い
こ
と
の
指
摘
な
ど
、
今
後
の
研
究
の
基
礎
は

提
供
さ
れ
て
い
る
に
し
て
も
。

本
書
で
ほ
と
ん
ど
唯
一
言
及
さ
れ
た
理
論
問
題

は
、
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
、
サ
フ
ァ
ロ
フ
報
告
に
ゑ
ら

れ
、
「
日
本
代
表
団
採
択
綱
領
」
に
は
み
ら
れ
な
い

「
日
本
Ⅱ
〔
極
東
問
題
解
決
の
〕
鍵
」
論
で
あ
る
。
著
者

は
こ
れ
を
、
「
当
時
の
所
謂
『
先
進
国
革
命
』
論
の
極

東
版
」
で
「
各
国
の
具
体
的
条
件
と
情
勢
が
軽
視
さ
れ

た
」
と
し
、
そ
の
「
誤
り
の
原
因
」
を
、
①
日
本
の
運

動
の
過
大
評
価
、
②
日
本
の
情
勢
の
具
体
的
特
殊
性

（
天
皇
制
な
ど
）
の
認
識
不
足
、
③
極
東
に
お
け
る
日

本
の
位
置
の
認
識
の
弱
さ
（
中
国
や
朝
鮮
の
運
動
の

軽
視
）
、
に
求
め
て
い
る
。
こ
の
「
日
本
Ⅱ
鍵
」
論
を

抽
出
し
た
の
は
、
著
者
の
貢
献
の
一
つ
で
あ
る
。
し

か
し
こ
れ
も
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
史
全
体
の
問
題
（
著

者
の
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
中
心
主
義
」
を
含
む
）
の
な

か
で
検
討
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
こ
の
一
九

二
二
年
初
頭
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
中
央
で
の
「
攻
勢

理
論
」
と
「
初
期
統
一
戦
線
論
」
の
拮
抗
・
移
行
局
面

（
著
者
も
極
東
諸
民
族
大
会
開
催
日
程
遅
延
の
理
由

と
し
て
あ
げ
て
い
る
第
一
回
拡
大
執
行
委
員
会
総
会

直
前
）
で
あ
り
、
議
長
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
ら
を
含
め
て

「
ド
イ
ツ
Ⅱ
世
界
革
命
の
鍵
」
論
的
発
想
が
な
お
根
強

く
、
運
動
主
体
の
「
過
大
評
価
」
も
普
遍
的
に
み
ら
れ

た
。
逆
に
い
え
ば
、
「
ソ
連
邦
中
心
主
義
」
「
一
枚
岩

主
義
」
も
後
の
「
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
化
」
期
以
降
に
比

す
れ
ば
な
お
根
づ
か
ね
段
階
で
も
あ
り
、
情
勢
認
識

・
運
動
指
導
に
お
け
る
個
為
の
指
導
者
や
各
支
部
の

″個
性
〃
・
自
主
性
が
承
ら
れ
る
局
面
で
も
あ
っ
た
。

第
二
回
大
会
で
「
民
族
・
植
民
地
問
題
」
テ
ー
ゼ
が
採

択
さ
れ
、
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
革
命
な
し
に
は
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
世
界
革
命
の
勝
利
は
な
い
」
と
第
三
回

大
会
日
程
回
章
に
宣
言
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
コ

ミ
ン
テ
ル
ン
全
史
（
一
九
一
九
’四
三
年
）
に
お
い
て

ア
ジ
ア
が
独
自
に
重
要
性
を
も
ち
え
た
の
は
、
お
そ

ら
く
一
九
二
五
’二
七
年
の
第
一
次
国
共
合
作
に
も

と
づ
く
中
国
革
命
問
題
を
挙
げ
う
る
の
み
な
の
で
あ

り
、
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
（
東
）
ア
ジ
ア
」
の
研
究
に
お

い
て
は
、
ア
ジ
ア
地
域
を
具
体
的
に
担
当
し
た
時
々

の
機
構
と
指
導
者
の
研
究
が
、
不
可
欠
と
思
わ
れ

る
。
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今
年
は
日
本
共
産
党
の
「
正
式
手
続
に
よ
る
」
創
立

六
○
周
年
に
あ
た
り
、
同
党
も
公
式
の
『
六
○
年
史
』

を
刊
行
す
る
と
い
う
。
人
あ
っ
て
、
一
昔
前
の
日
本

共
産
党
史
研
究
と
本
書
の
よ
う
な
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
原

資
料
を
踏
ま
え
た
研
究
と
を
読
糸
く
ら
べ
た
な
ら

ば
、
そ
の
研
究
密
度
の
ち
が
い
に
樗
然
と
す
る
で
あ

ろ
う
。
本
書
の
概
略
は
す
で
に
『
思
想
』
八
一
年
二

月
号
に
「
創
立
前
の
『
日
本
共
産
党
』
」
と
し
て
発
表
さ

れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
著
者
は
「
．
、
、
、

ン
テ
ル
ン
っ
て
何
で
す
か
」
と
い
う
質
問
を
受
け
て

返
答
に
窮
し
た
体
験
を
語
っ
て
い
る
。
評
者
も
同
様

の
経
験
を
も
つ
。
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
も
戦
前
日
本
共
産

主
義
運
動
も
、
い
ま
や
現
代
史
の
一
小
分
野
と
な
っ

て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
客
観
的
・
批
判
的
研
究
の

資
料
的
条
件
も
整
っ
て
き
て
い
る
。
必
要
な
の
は
、

数
少
な
い
コ
ミ
ン
テ
ル
研
究
者
と
、
相
対
的
に
厚
い

層
を
も
つ
日
本
現
代
史
研
究
者
の
主
体
的
協
働
の
場

と
討
論
な
の
で
あ
り
、
本
書
は
こ
れ
を
架
橋
す
る
一

つ
の
試
承
と
し
て
、
特
に
日
本
現
代
史
に
関
心
を
も

つ
人
為
の
熟
読
を
期
待
し
た
い
。
（
八
二
・
八
月
記
）

（
一
九
八
二
年
五
月
刊
、
法
律
文
化
社
、
三
六
○
○
円
）

会
告
日
本
学
術
会
議
第
一
三
期
会
員
選
挙
の
有
権
者
登
録
に
つ
い
て

一
九
八
三
年
二
月
に
行
な
わ
れ
る
日
本
学
術
会
議
第
一
三
期
会
員
選
挙
に
お
い
て
、
選
挙
規
則
の
一

部
改
正
に
よ
り
、
新
た
に
有
権
者
登
録
を
す
る
人
の
登
録
用
カ
ー
ド
提
出
期
限
が
、
一
九
八
三
年
三
月
末

日
か
ら
二
月
末
日
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
学
術
会
議
を
め
ぐ
る
厳
し
い
状
況
を
打
開
す
る
上
で
、
有
権
者

登
録
を
一
層
拡
げ
て
い
く
こ
と
が
、
現
在
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
資
格
が
あ
り
な
が
ら
未
登
録
の
会
員
・
読

者
の
皆
さ
ん
が
積
極
的
に
有
権
者
登
録
を
な
さ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

八
有
権
者
登
録
要
綱
Ｖ

・
有
権
者
資
格
大
学
卒
業
後
二
年
以
上
を
経
過
し
、
あ
る
い
は
研
究
歴
五
年
以
上
の
者
で
、
研
究
論
文

か
著
書
が
学
会
誌
に
発
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
基
準
日
は
一
九
八
三
年
二
月
二
五
日
）
。

。
有
権
者
登
録
の
方
法
通
常
ハ
ガ
キ
に
横
書
き
で

上
記
の
事
項
を
記
し
、
捺
印
の
上
、
〒
一
○
六
、

東
京
都
港
区
六
本
木
七
’二
二
’三
四
、
日
本
学

術
会
議
中
央
選
挙
管
理
会
宛
に
送
付
し
て
下
さ

い
。
無
料
で
登
録
用
カ
ー
ド
が
送
付
さ
れ
て
き
ま

す
の
で
、
所
定
の
事
項
を
記
入
し
返
送
し
て
下
さ

い
。
資
格
審
査
を
経
て
有
権
者
名
簿
に
登
録
さ
れ

ま
す
。

。
有
権
者
登
録
の
期
限
 
一
九
八
三
年
二
月
二
八
日

・
既
有
権
者
に
つ
い
て
前
回
選
挙
の
際
の
有
権
者
の
方
は
、
あ
ら
た
め
て
登
録
用
カ
ー
ド
を
提
出
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
住
所
、
勤
務
機
関
、
職
名
、
勤
務
地
な
ど
に
異
動
が
あ
っ
た
方
は
、
異

動
届
を
中
央
選
挙
管
理
会
宛
に
送
っ
て
下
さ
い
。

’
登録用カード
用 紙 請 求 書

（ふりがな）
氏名

住所（郵便番号）
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